
第１６３回理事会の議事録 

 

記 

 

１．召集年月日：平成３１年１月２５日 

２．開 催 日 時：平成３１年２月２６日 (火)  午後２時～午後３時３０分  

３．開 催 場 所：愛知県自動車会館５階 第３会議室 

４．理 事 定 数：１７名 

５．出 席 理 事：理事１４名 

 

６．議事の経過要領及び議案の議決の結果 

  諸戸専務理事の司会により午後２時開会。 

  議事に先立ち専務理事より、本日の理事会には１４名の理事が出席してお

り定款４５条を満たしていることから有効に成立しているとの報告があった。    

  その後、金原理事長が挨拶し理事長が議長となって議案の審議に入った。 

 

・金原理事長挨拶 

 本日は本年初の会議であり、年度前の大変お忙しい中、お集まりいただき有 

難うございます。 

来年度は、役員改選の時期となりますが、引き続き皆さまにお世話になるこ

とになりますが、よろしくお願いします。 

また、来年度は、日車協連の役員改選の時期と重なり、現在、経営委員長と

して、愛知の代表として見える化実現に向けて頑張っているところです。 

国交省と日車協連との勉強会も順調に進んでおり、見える化実行に向けて着

実に推移しており来年度は更に大きく飛躍する年になると思いますので、愛車

協としても団結して、業界を盛りたてる新たな時代を築きたいと思います。 

季節は自然に春に近くなり、平成の元号も４月末で最後となり、５月からは

新たな元号となります。 

我が業界も新たなスタートを切っていきたいと思います。 

本日の理事会での審議を宜しくお願いいたします。 

 

１．次期理事長候補者の選出について 

専務理事より、２０１８年１２月１２日付け発出の「次期理事長候補者へ 

の立候補希望者の理事推薦について」の締め切り期限が１月２１日をもって 

締め切られたが、立候補希望者がなかった。 

 それをうけて、１月２４日、正副理事長会を開催し、「役員候補者選考内規」 

第６条（１）に基づき正・副理事長より選出することになり、金原理事長が 

続投の意を表明されたので、正副理事長会で了承されたので、次期理事長候 

補者を金原正和現理事長を推薦する審議をお願いしたい。 

 

次期理事長候補者を「金原正和」とすることで、理事各位に諮ったところ 

拍手多数によりこれを承認した。 

 



２．次期員外理事候補者の選出について 

専務理事より、来年度員外理事候補者として、現在の「諸戸行雄」専務理 

事及び新明工業㈱ボディサービスセンター「成瀬俊英」理事を続投して選任 

したいの旨の報告があった。 

 

次期員外理事候補者を現在の諸戸行雄専務理事及び成瀬俊英理事とするこ 

とで、理事各位に諮ったところ拍手多数によりこれを承認した。 

 

３．次年度の車体整備士及び２級シャシ整備士養成講習会開講について 

専務理事より、標記講習会開講について、１月２４日開催の正副理事長会 

において検討した結果、２０１９年１月９日付け発出の「平成３１年度車体 

整備士及び２級シャシ整備士養成講習会開講について」のアンケート結果に 

より判断することになり、アンケート結果の報告がなされた。 

・現時点の講習会希望者結果 ： 車体整備士９名・２級シャシ２名 

 

内製化が進むディーラーにも参加要請をする。 

認定資格等取得及びレベルアップのためにも組合員に参加を呼びかける。 

等の意見があり、アンケート結果を踏まえ検討した結果、次年度は車体整 

備士養成講習会のみ開講することで、理事各位に諮ったところ拍手多数によ 

りこれを承認した。 

 

「報告事項」 

４．日車協連の動きについて 

金原理事長より全国理事長会議等、最近の日車協連の動きについての概要説

明が次の通りあった。 

 ①来年度の先進安全自動車講習会内容はＤＶＤによる溶接編及び 新素材の 

溶接を検討している。 

講師会は、自分１人参加するが、実技担当講師は検討中である。 

 ②先進安全自動車対応優良車体整備事業者の促進をお願いしたい。 

（愛車協として５０事業者誕生を目指したい。） 

③特定認証制度について、国交省で具体的な検討が開始されている。 

 

５．中車協連（３１.１.３０）の報告について  

諸戸専務理事より次のとおり説明があった。 

①次期日車協役員改選に伴う推薦委員の予定は愛車協理事長、理事候補者 

は愛車協及び岐阜車協理事長を予定する。 

②三重車協が座学のみ３月に高度化自動車車体整備士技能講習会開催です。 

③次年度の車体整備士講習開講は、愛車協以外の他県の開講予定はない。 

 

６．その他 

（１）先進安全自動車の車体整備に特化した勉強について（別紙：略） 

・北支部加藤理事より、別紙の概要説明があり重要性を訴えられた。 

  

・それに対して、金原理事長より 



非常に大事な提案で有り、今後愛車協でも提案された勉強会の必要があ 

るとの返答があった。 

 

（２）尾北支部加藤理事より、岐阜車協の産廃費用のとりくみについて及 

び外国人労働者の斡旋を組合として取り組みついて質問があり、 

金原理事長より 

産廃費用については、個々で取り扱うのか団体で取り扱うのか等、岐 

阜の状況を見極めてから検討していきたい。また、外国人労働者斡旋 

については、今後組合員からの要望等需要があれば検討していきたい 

との返答があった。 

 

（３）中川支部鈴木理事より、愛車協のモチベションが上がらない。 

色々な新技術の勉強を積極的にする必要がある。 

正副理事長は、組合員のためもっと盛り上げていただきたい。 

との要望が有り、金原理事長より頑張っていきたい。との返答があった。 

 

（４）諸戸専務理事より次の出席報告があった 

①２月１３日 (水)に開催された「第３９回教育委員会並びに特認・推奨 

工場部会の合同研修会開催」には、組合員２８名、賛助会員３名、その

他３名、合計３４名であった。 

 

②３月１３日 (水)開催予定の教育委員会及び事業委員会後の意見交換会 

の案内があり参加要請があった。 

 

③１月２２日発出の「次期理事候補者の推薦並びに支部長等の選任につ 

いて」の報告をよろしくお願いします。 

 

※以上で予定していた議事すべてが終了したので、午後３時３０分に閉会した。 

 

 

 

 

 

 

 


